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大久保貴之(シュ_スデザイナ_,

ラ
イ
オ
ン
さ
ん
、
ウ
シ
さ
ん
…
と
、

毎
日
お
着
替
え
で
き
る
着
せ
替
え
子
供

靴
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
初
め
て
履

く
靴
を
、
誰
で
も
や
さ
し
く
手
作
り
で

き
る
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
キ
ッ
ト
は
、

名
前
の
刺
繍
入
り
。
「
こ
れ
を
履
い
た

子
供
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
、
こ
の
靴

を
見
て
、
生
ま
れ
た
時
の
こ
と
を
聞
き
、

何
を
感
じ
る
か
が
楽
し
み
」

と
、
彼
が

作
る
も
の
に
は
、
限
り
な
い
や
さ
し
さ

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

以
前
は
靴
を
扱
う
貿
易
会
社
に
勤
め

て
い
た
。
工
場
視
察
な
ど
で
、
日
本
よ

り
貧
し
い
国
々
に
出
掛
け
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
そ
こ
で
は

「
現
在
の
日
本

は
、
物
は
豊
か
で
も
、
人
の
心
の
豊
か

さ
が
失
わ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
た
と
い

う
。
ど
う
し
て
も
自
分
で
靴
作
り
を
し

た
く
な
り
、
独
自
の
工
房
を
聞
い
た
。

「
子
供
が
受
け
継
ぐ
の
は
、
親
の
遺

伝
子
情
報
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
文

化
や
思
想
、
芸
術
や
歌
、
そ
し
て
愛
情

や
心
。
こ
れ
か
ら
も
、
人
の
温
も
り
が

あ
る
作
品
、
心
に
残
る
、
個
人
工
房
な

ら
で
は
の
作
品
作
り
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。



彼
女
の
歌
に
は
風
景
が
あ
る
。
城
の

路
、
夕
焼
け
の
空
、
赤
い
花
。
そ
の
風

景
は
、
聴
く
者
そ
れ
ぞ
れ
の

「
あ
の
頃
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

城
下
町
・
龍
野
市

(
現
・
た
つ
の
市
)

に
生
ま
れ
る
。
音
楽
家
だ
っ
た
母
は
、

野
道
を
歩
き
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
童
謡

を
歌
い
、
言
葉
を
教
え
て
く
れ
た
。
京

都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
声
楽
科
を

卒
業
後
、
日
本
で
働
き
な
が
ら
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
音
楽

院
で
学
ぶ
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
語
の
発

声
が
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。

先
生
に
日
本
の
歌
を
歌
っ
て
ご
ら
ん
な

さ
い
と
言
わ
れ
「
赤
と
ん
ぼ
」
を
歌
っ

た
。
「
な
ぜ
そ
の
発
声
が
で
き
な
い
の

か
し
ら
」

と
先
生
は
言
っ
た
。
ハ
イ
ネ

の
詩
の
、
言
葉
の
意
味
は
わ
か
っ
て
も
、

ハ
ー
ト
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ど
ん
な

に
声
が
美
し
く
て
も
、
彼
女
の
歌
は
、

自
身
の
原
点
で
あ
る
ふ
る
さ
と
無
し
で

は
、
あ
り
え
な
か
っ
た
。

現
在
は
、
日
本
の
歌
や
童
謡
の
他
、

自
身
で
作
詞
・
作
曲
を
手
が
け
た
歌
を

数
多
く
発
表
。
今
年
、
の
じ
ぎ
く
国
体

で

『
赤
と
ん
ぼ
』

を
独
唱
す
る
。

多田周子(歌手,

6I3 (土)神戸酒心館ホールにてコンサート

シングルCD 「花の面影/あなたが生まれた日」 511 5発売

コンサート・シュウく露O78-801 -6583
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言
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量
へ

3
0
年
以
上
神
戸
に
在
住
す

る
モ
ロ
ッ
コ
出
身
の
モ
ハ
メ
ッ

ド
・
ゼ
ク
リ
ウ
ィ
氏
と
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
イ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
と
海
外
生
活
3
0
年
の
私
が
、

2
0
0
0
年
に
パ
リ
で
出
会

っ
た
の
は
不
思
議
な
縁
で
す
。

東
世
界
の
象
徴
・
富
士
山
と
西

世
界
の
ア
ト
ラ
ス
山
脈
か
ら
氏

が
命
名
し
た
、
富
士
ア
ト
ラ
ス

ワ
ー
ル
ド
の
出
会
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

今
年
は
日
本
と
モ
ロ
ッ
コ
の

国
交
樹
立
5
0
周
年
の
年
。
そ

し
て
こ
の
秋
兵
庫
県
で

「
の
じ

ぎ
く
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

国
体
開
幕
の
前
日
ま
た
は
閉
会

の
翌
日
に
、
是
非
モ
ロ
ッ
コ
か

ら
高
校
生
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ト

ッ
プ
選
手
1
6
名
を
神
戸
に
よ
び
、

国
体
参
加
選
手
と
剣
を
交
え
た

交
流
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住

ん
で
い
た
頃
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の

フ
リ
ン
ダ
ー
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト

駅
構
内
に
あ
っ
た
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
道
場
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
マ
イ

ク
・
オ
ブ
リ
ア
ン
師
に
手
ほ
ど

さ
を
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま

す
。
ス
イ
ス
に
住
ん
で
い
た
頃

は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
道
場
で
フ
ラ

ン
ス
・
リ
ヨ
ン
出
身
の
イ
ヴ
エ

ル
ノ
ー
師
に
学
び
、
フ
ラ
ン
ス

に
移
っ
て
以
来
は
ギ
ャ
ル
テ
ー

ル
道
場
の
門
下
生
で
す
。
故
ギ

ャ
ル
テ
ー
ル
師
は
1
9
3
6

年
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

世
界
覇
者
で
、
未
亡
人
の
マ
ダ

ム
・
ギ
ャ
ル
テ
ー
ル
が
師
の
門

下
生
を
集
め
て
開
い
た
道
場
で

す
が
、
マ
ダ
ム
ギ
ャ
ル
テ
ー
ル

も
一
昨
年
亡
く
な
り
ま
し
た
。

1
9
5
0
-
6
0
年
代
の
フ

ラ
ン
ス
時
代
劇
の
殺
陣
を
多
く

手
が
げ
、
門
下
生
に
は
ラ
ウ
ル
・

バ
レ
リ
ー
等
の
俳
優
も
。
モ
ロ

ッ
コ
の
前
国
王
・
ハ
ッ
サ
ン
2

世
も
幼
少
の
頃
フ
ラ
ン
ス
で
育

っ
て
お
り
、
同
門
。
私
は
道
場

で
最
古
の
門
下
生
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

さ
て
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
盛
ん
だ
っ
た
サ

ー
ベ
ル

(
怪
傑
ゾ
ロ
が
使
う
剣
)
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
イ
タ
リ
ア

か
ら
入
っ
て
き
た
エ
ペ
、
以
降

フ
ラ
ン
ス
が
主
流
に
な
っ
た
フ

ル
ー
レ
と
3
種
目
あ
り
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
公
用
語
は
フ
ラ
ン
ス

語
で
す

(
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
最
も
多
く

メ
ダ
ル
を
と
っ
た
種
目
が
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
と
自
転
車
と
柔
道
で

す
)
。
現
在
で
は
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、

キ
ュ
ー
バ
等
が
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。
キ
ュ
ー
バ
は
ソ
連
が

崩
壊
し
た
あ
と
メ
キ
メ
キ
と
上

位
に
昇
っ
て
き
ま
し
た
が
、
多

分
、
カ
ス
ト
ロ
と
の
政
治
的
友

好
関
係
で
し
ょ
う
、
旧
ソ
連
の

コ
ー
チ
が
た
く
さ
ん
キ
ュ
ー
バ

で
教
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
東

ア
ジ
ア
で
は
韓
国
、
そ
し
て
中

国
も
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
し
、
国
が
多
額
の
援
助
金
を

出
し
て
選
手
団
強
化
の
た
め
フ

ラ
ン
ス
に
選
手
を
送
り
研
修
さ

せ
て
い
ま
す
。

日
・
中
・
韓
で
一
番
弱
い
の

が
日
本
で
す
。
日
本
の
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
が
弱
い
の
は
、
層
が
簿

い
こ
と
と
コ
ー
チ
が
い
な
い
こ

と
で
す
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る

に
は
そ
の
点
の
解
消
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
神
戸
で
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
道
場
を
開
き
た
い
と
考

え
て
ま
す
が
、
経
営
を
続
け
る

に
は
生
徒
が
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
若
い
生
徒
を
集
め
る
に
は

こ
の
マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
を

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
強

い
選
手
を
育
て
ね
ば
な
ら
ず
、

良
い
コ
ー
チ
を
フ
ラ
ン
ス
や
キ

ュ
ー
バ
か
ら
招
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
ス

ペ
イ
ン
語
圏
、
ア
ラ
ビ
ア
語
圏

(
特
に
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

キ
ュ
ー
バ
、
モ
ロ
ッ
コ
、
カ
タ

ー
ル
、
ド
バ
イ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
)

と
の
剣
を
交
え
て
の
国

際
交
流
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
神
戸
で
毎
年
、
中
高

生
、
ま
た
は
高
齢
者
レ
ベ
ル
の

選
手
を
対
象
と
し
た
世
界
選
手

権
の
開
催
を
夢
見
て
い
ま
す
。
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モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
参
加
ク
リ
エ
イ
タ
ー

「
馬
頭
琴
」
の
音
色
と
と
も
に

馬頭琴を演奏するパヤルサイハンさん

T
E
N
 
X
 
T
E
N
の
中
で
、
一

番
速
い
地
域
か
ら
の
参
加
者
と
い
え

ば
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
参
加
ク
リ
エ

イ
タ
ー
。
ブ
ー
ス
に
は
、
『
ス
ー
ホ

の
白
い
馬
』

で
お
な
じ
み
の
馬
頭
琴
、

モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
工
芸
品
で
、
馬
や

牛
な
ど
を
彫
っ
た
木
工
工
芸
品
な
ど
、

手
作
り
の
品
が
並
ぶ
。

4
月
1
6
日
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

建
国
記
念
日
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
今

年
は
建
国
8
0
0
年
を
迎
え
る
モ

ン
ゴ
ル
、
そ
れ
ら
を
諦
念
し
て

T
E
N
 
X
 
T
E
N
で
も
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
馬
頭
琴
の
制
作
、

演
奏
を
手
が
け
る
バ
ヤ
ル
サ
イ
ハ
ン

さ
ん
に
よ
る
馬
頭
琴
演
奏
や
、
モ
ン

ゴ
ル
舞
踊
な
ど
を
披
露
。
「
草
原
の

チ
ェ
ロ
」

と
呼
ば
れ
る
馬
頭
琴
で
、

伝
統
音
楽
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
な
ど
も
演
奏
さ
れ
、
じ
っ
と

聴
き
入
る
人
も
多
か
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
ブ
ー
ス
「
W
a
n
S
e
m

B
e
r
u
u
」
を
主
宰
す
る
日
本
モ

ン
ゴ
ル
白
樺
協
会
で
は
、
日
本
で
学

校
統
廃
合
に
よ
っ
て
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
小
学
校
の
イ
ス
や
机
、
跳
び
箱
、

黒
板
な
ど
を
モ
ン
ゴ
ル
の
学
校
に
贈

る
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
今
年
夏
、

い
よ
い
よ
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
学
校

に
送
る
た
め
の
第
1
便
が
出
発
す

る
と
の
こ
と
。
T
E
N
 
X
 
T
E
N

で
は
、
毎
週
土
曜
日
に
馬
頭
琴
演
奏

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
希
望

者
に
は
、
木
工
工
芸
教
室
、
馬
頭
琴

演
奏
の
教
室
を
開
い
て
い
る
。喜神戸波止場町TENXTEN

神戸市中央区波止場町6-5

0PEN 「「:00-19:00 水曜定休
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一宮水星
大7.昭2.11.20,29.38.47.56.平2,11生

快調達品時冊血,

今までの努力が成果となりあらわれるとき。周

閏との歩調を乱すとチャンスを逃すことも。意

思の疎通を図り確認をしっかり丁寧慎重に対

応しましょう。謙虚さがキーポイント!

ラッキーカラー:黄色

四線木星
夫4.13周8.17.26.35,44.53.62,平8,17生

長好運I諒・肌用如し

日ごろの努力が実を結び物心ともに余裕が生

まれます。しかし見栄や意地は成果を台なし

にしてしまいます。人の集まる場所に出席する

ことが開運につながります。恋愛運良好。

ラッキーカラー:ゴールド"

七赤金星
大元.10.昭5.14.23.32.41,50.59,辛5.14堂

低迷運冒)岬・し`、、i・,両1tぐ

物事が進まずイライラするときです。焦りは禁物。

こんな時こそ冷静に客観的に自分を見つめ、

人の意見を聞き改めることは改め、運気の回

復を待ちましょう。仕事は優先順位を考えて。

ラッキーカラー:パープル寒

MOTOMACH1 1・BANGAi

営業時間10:30-19:30

第1 ,2,3,4水曜定休密078-392-01 44

鑑定料 3,000円へ/30分

二黒土星
大6.昭元.10.19,28.37.46.55.平元,10色

変動運唖一冊再臨

これまでの攻めの姿勢から守りへ、内面のレ

ベルアップを図る月です。自分の置かれた立

場を見つめ直すことが必要です。無う軸ま禁物。

一人で気負わず調和を心がけて下さい。

ラッキーカラー:グレー

五黄土星
大3.12.昭7.16.25,34.43.52.61.辛7.16生

変化運用一咽再臨

思いつきの行動や安易な変更、変化を求めて

の行動の結果はNG。今月は何事も臨機応変

に。体調管理は十分に注意してください。

ラッキーカラー:茶色"

八白土星
大9,昭4.13.22.31.40.49,58、辛4.13生

困難運持臨1帥.鮎

不安定でトラブル多発の暗示。準備不足から

ミスを招きがち。結果を焦らないで協力を仰ぐ

ことです。体力を消耗しやすいので心身共に

体調を整えることが一番大帝です。

ラッキーカラー:ミントダ)-ン国

元町プラザ

ヤマハ吾桑
センター●

二聖と漢 日

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
2
・
3
・
2
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三碧木星
大5.14.昭9.18.27.36.45i54.63.平9生

自重連番出す一冊叩・両面

今月は気持ちが大きくなりすぎる傾向があります。

何事もやりすぎないよう控えめに。無理なこと

を引き受け無責任な結果を招かないよう気を

つけてください。付き合いもほどほどに。

ラッキーカラー:ピーチ

六百金星
大2,11.昭6.15,24,33.42.51.60.平6,15生

上昇遥暮航噂如し-

今月は好調!直感力も冴え的確な判断力で評

価もUP。発想が豊かになり商い視点で考えら

れる一方で、見通しが甘くならないように冷静

さは必要。自分本位になり過ぎないように注意。

ラッキーカラー:オレンジ鵜

力紫火星
大8.昭3,12.21.30,39.48.57.平3.12生

進展選帥一肌・、高向

人からの協力が得られるとき。新規の分野へ

の挑戦を考えてみては。でも準備はしっかり努

力は怠らないことが大切です。まずは行動!仕

掛ま内部情報漏洩に注意。

ラッキーカラー:赤臆

真希苑寿はさえん。ゆ,
的確で納得のいく鑑定でノピーターが多い。どんな悩みや相談でも

しっぐ」と話を聴き、運を切り開く。癒やしの雰囲気があるので自信を失

っている人、元気のない人におすすめ。占術はタロット、四柱指命、敦

盛術、六星占術など

●鑑定スケジュール:火・土、 1 3暗費1 9鳴

禽o90-921 8-8003 ※なるべくあらかじめご予約を



農
場
か
ら
食
卓
ま
で
を

一
つ
の
線
で
つ
な
ぐ

株
式
会
社
籠
谷

兵
庫
県
初
、
食
品
衛
生
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

認
証
卵
「
笑
顔
」

を
販
売

神
戸
市
内
を
は
じ
め
県
下
の
ス

ー
パ
ー
、
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
、
洋

菓
子
店
に
高
品
質
の
鶏
卵
を
提
供

す
る
株
式
会
社
籠
谷
。
徹
底
的
に

品
質
管
理
さ
れ
た
鶏
卵
に
は
定
評

が
あ
る
。
平
成
1
8
年
1
月
に
鶏
卵

選
別
包
装
施
設
に
お
け
る
兵
庫
県

食
品
衛
生
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
兵

庫
県
版
H
A
C
C
P
)

の
認
定
を

取
得
し
た
。

H
A
C
C
P
の
概
念
は
、
元
々
、

N
A
S
A

(
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙

局
)

で
、
宇
宙
開
発
計
画
の
一
環

と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
宇

宙
食
に
も
同
様
の
品
質
管
理
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
版
H
A
C
C
P
と
は
、

兵
庫
県
が
県
民
に
少
し
で
も
安
全

な
食
品
を
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
一
定
水
準
以
上
の

衛
生
管
理
の
も
と
で
食
品
を
製
造
・

加
工
し
て
い
る
こ
と
を
兵
庫
県
知

事
が
認
可
す
る
独
自
の
制
度
。

こ
れ
ま
で
、
食
肉
、
水
産
加
工

食
品
な
ど
が
対
象
と
さ
れ
て
き
た

が
、
鶏
卵
・
液
卵
の
分
野
と
し
て

は
、
籠
谷
が
初
め
て
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
採
養
鶏
場
か

ら
卵
が
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
、
サ
ル

モ
ネ
ラ
や
紫
外
線
殺
菌
な
ど
3
0
に

55

紫外線でサルモネラ菌を殺菌

ヒどの入った卵を検出

ラベル貼付をチェック

も
の
ぼ
る
項
目
の
検
査
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。

今
年
2
月
か
ら
は
、
認
定
卵
6

個
入
り
パ
ッ
ク
を

「
笑
顔
」

と
い

う
商
品
名
で
販
売
し
て
い
る
。
籠

谷
の
考
え
る

「
農
場
か
ら
食
卓
ま

で
を
一
つ
の
線
で
つ
な
ぎ
ま
す
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
安

心
し
て
、
家
族
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
食
卓
を
囲
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
い
る
。
こ
の
美

味
し
さ
を
是
非
ご
賞
味
い
た
だ
き

た
い
。

株
式
会
社
籠
谷

兵
庫
県
高
砂
市
荒
井
町
御
旅
2
i
「
i
1
 
7

蜜
0
1
9
4
i
4
2
i
2
4
0
5
(
代
表
)

ユ
ニ
p
ミ
≦
二
三
三
k
a
g
O
つ
の
{
.
8
」
p



五
月
・
大
柿
公
を
た
た
え
る
月
間
奉
祝
の
祭
礼

〇
一

華
人
年
湊
川
神
社
楠
公
ま
つ
り
ー

̃
杭
全
を
た
た
え
、
杭
全
祭
(
五
月
二
十
四
̃
二
十
六
日
)

を

奉
祝
す
る
神
事
・
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
五
月
々
間
の
ま
つ
り
̃

伝
統
芸
龍
の
公
演

̃
能
・
猫
舌
・
舞
踊
・
琵
琶
・
講
談
・
歌
唱
̃

五
月
七
日
(
日
)
午
後
二
時
開
演

56

喜
子

栃尾秦治郎
(湊川神社宮司)

◇
湊
川
神
社
摂
社

(
せ
っ
し
ゃ
)
・

甘
南
備

(
か
ん
な
び
)

神
社
の

御
領
座
百
年
記
念
行
事

湊
川
神
社
に
は
、
摂
社

(
本

社
御
祭
神
と
縁
り
深
い
御
祭
神

を
祀
る
神
社
の
こ
と
)
・
甘
南
備

神
社
が
、
楠
木
正
成
公
の
御
夫

人
を
お
祀
り
し
て
、
本
社
々
殿

東
側
に
鎮
座
し
た
が
、
戦
争
で

焼
失
し
、
御
夫
人
の
み
た
ま
は
、

本
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

甘
南
備
神
社
は
、
明
治
三
十

九
年
九
月
二
十
二
日
に
御
鎮
座

と
な
り
、
御
夫
人
の
繰
り
の
地

で
あ
る
甘
南
偏
の
里
に
ち
な
ん
で
、

こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
数
へ
て
今
年
は
百

年
と
な
り
、
来
る
九
月
二
十
二

日
に
は
、
百
年
の
記
念
大
祭
が

予
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に

先
立
ち
、
こ
の
楠
公
ま
つ
り
に
、

伝
統
芸
能
の
公
演
“
の
会
が
催

さ
れ
る
。

◇
本
年
の
楠
公
ま
つ
り
の
祭
典
・

諸
行
事

恒
例
の
祭
典
並
び
に
奉
祝
神

賑
行
事
等
は
、
昨
年
に
増
し
て
賑
々

し
く
執
り
行
は
れ
る
予
定
。

◇
社
殿
修
復
工
事
と
楠
公
武
者

行
列明

年
は
、
大
桶
公
殉
節
六
七

〇
年
を
佳
節
と
し
て
記
念
大
祭

が
予
定
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、

社
殿
及
び
神
門
の
屋
根
葺
蕾
へ
と
、

楠
公
武
者
行
列
の
渡
御
が
行
は

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昨
年
社
殿
修
復
奉
賛
会
が
牧

冬
彦
氏
を
会
長
と
し
て
設
立
さ
れ
、

現
在
募
金
活
動
が
進
め
ら
れ
て

ゐ
る
。

明
年
五
月
楠
公
祭
に
は
、
社
殿
・

神
門
の
新
た
な
屋
根
が
照
り
輝

く
中
を
、
楠
公
武
者
行
列
が
勇
壮
、

典
雅
に
渡
御
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
ゐ
る
。

善竹忠宣伸

神
髄
殿

演
日

舞
暁
子

「
楠
露
」

吉
井
順
一
氏
他

狂

言

「
伯
母
ケ
酒
」

苦
竹
忠
重
民
他

舞

踊

「
楠
公
」

藤
間
荊
佳
子
氏

琵

琶

「
大
桶
公
」

川
村
旭
芳
氏

講

談

「
楠
木
正
行
公
母
子
物
語
」

旭
堂
小
南
陵
氏

歌

唱

「
楠
公
の
う
た
」

楠
公
歌
の
会



献
華
祭

◇
祭
典

五
月
十
三
日

(
土
)
午
前
十
時

本
殿

湊
川
神
社
軍
務
職

(
末
生
流
(
庵
家
)
・

末
生
流
・
嵯
峨
御

流
・
未
生
流
中
山

文
甫
会
の
四
流
の

家
元
等
)

に
よ
り
、

神
前
に
い
け
ば
な

が
供
さ
れ
ま
す
。

◇
華
展

五
月
十
三
日

(
土
)
〇
十
四
日

(
日
)

午
前
九
時
̃
午
後
四
時

参
集
搬

入
の
心
を
和
め
、
季
節
の
花
心
を
楽
し
む
、

四
流
派
輪
番
の
華
展
が
二
日
間
に
亘
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
「
未
生
流
(
庵
家
)

い
け
ば
な
展
」

で
す
。

華
展
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
入
場
御
覧

に
な
れ
ま
す
。

本
年
は
、
久
田
家

(
半
床
庵
)

久
田
宗
也

宗
匠
の
御
奉
仕
に
よ
り
、
濃
茶
・
薄
茶
が

神
前
に
供
さ
れ
ま
す
。

◇
茶
席

拝
服
属
・
茶
席

(
二
席
)

及
び
点
心
席
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

参
席
の
方
は
、
予
め
茶
券

(
三
.
五
〇
〇

円
)

を
、
社
務
所
に
て
お
求
め
く
だ
さ
い
。

当
日
券

(
四
,
〇
〇
〇
円
)

も
あ
り
ま
す
。

「
歌
と
講
演
の
つ
ど
い
」

(
楠
木
同
族
会
第
五
回
楠
公
祭
奉
祝
大
会
)

五
月
二
十
一
日

(
日
)

午
後
二
時
半
開
演

◇
講
演

講
師

園
田
学
園
女
子
大
国
際
文
化
学
部

じ
ら
れ
ま
す
。

密
〇
七
八
-
三
七
一
-
一
三
五
八

楠
公
寮

◇
宵
宮
祭

五
月
一
一
十
四
日

(
水
)

午
後
五
時

教
授

田
辺
眞
人
氏

演
題

「
深
川
に
つ

い
て
-
歴
史
地
理
的

考
察
-
」

◇
歌

コ
ー
ラ
ス

「
楠
公
の

歌
」
他
日
本
抒
情
歌

殿
内
祭
典

の
後
、
拝

殿
前
に
て

輸
田
鼓
に

よ
る

「
深

川
神
社
悠

心
太
聾
・
京

か
ぐ
ら
」

や
吟
詠
歌

謡

「
薫
風

湊
川
」

の
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献
茶
寮

◇
祭
典

五
月
十
七
日

(
水
)

午
前
十
時
三
十
分

本
殿

本
神
社
の
献
茶
祭
は
、

薮
内
家

(
燕
庵
)
∴

表
千
家
(
不
審
蕾
)

裏
千
家

(
今
日
庵
)

「
楠
公
」
歌
の
会
ほ
か
諸
団
体

演
奏
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
本
案

五
月
二
十
五
日

(
木
)

午
前
十
一
時

殿
内
祭
典
の
後
、
拝
殿
前
に
て
、
舞
楽
「
北

庭
楽
」
が
舞
わ
れ
、
「
楠
公
」
歌
の
会
々
貝

2
0
0
名
ほ
ど
の
合
唱
、
そ
し
て
陸
上
自

衛
隊
第
三
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ

る
な
ど
し
ま
す
。

第
十
三
回

能
菜
鑑
賞
会

(
予
約
制
)

武
者
小
路
千
家

(
官

休
庵
)
・
堀
内
家

(
長
生
庵
)
・
久
田
家

(
半

床
庵
)

の
各
宗
家
が
輪
番
で
奉
仕
さ
れ
て

来
ま
し
た
。

五
月
二
十
二
日
(
[
旦

午
後
一
時
三
十
分

神
髄
殿

毎
年
、
楠
公
祭
の

奉
祝
行
事
と
し
て
、

境
内
に
あ
る
神
能

殿
に
お
い
て
開
催
。

本
年
は
、
能

「
小

袖
曽
我
」

等
が
演

◇
翌
日
祭

五
月
二
十
六
日

(
木
)

午
前
十
時
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R
甲
子
園
口
を
降
り
て
南
筋

に
あ
る
ヌ
1
ベ
ル
甲
子
園
口

の
2
F
。

M
.
S
シ
ン
デ
レ
ラ
の
岩
田
春
花

先
生
は
、
「
目
覚
め
れ
ば
シ
ン
デ
レ

ラ
、
振
り
返
れ
ば
シ
ン
デ
レ
ラ
、
振

58

り
向
け
ば
シ
ン
デ
レ
ラ
!

私
は
、
0
0
才
か
ら
輝
き
は
じ
め
て
、

0
0
才
7
0
才
0
0
才
で
輝
く
女
性
を
創

り
た
い
の
。
お
客
さ
ま
は
、
来
て
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
。
シ
ン
デ
レ

ラ
で
買
っ
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
。

そ
し
て
、
変
身
し
て
下
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
!

感
謝
感
謝
。
す
べ
て
が
プ
ラ
ス
思

考
。
シ
ン
デ
レ
ラ
に
出
会
う
と
あ
な

た
の
波
動
が
よ
く
な
り
ま
す
よ
」
。

春
花
先
生
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
笑

顔
は
幸
せ
を
呼
ぶ
し
、
金
運
を
呼
び

そ
う
。

ブ
テ
ィ
ッ
ク

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
は
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
シ
ル
ク
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
。
「
い
ま
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
街
自

体
が
燃
え
て
い
る
の
よ
。
家
族
全
員

一
日
中
働
い
て
、
ど
ん
な
ス
キ
間
も

見
逃
さ
ず
商
売
を
す
る
。
凄
い
パ
ワ

ー
で
び
っ
く
り
よ
」
。

美
し
い
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
シ
ル
ク
の
ロ

ン
グ
ド
レ
ス
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ

ス
は
刺
し
ゅ
う
も
細
や
か
に
、
そ
し

て
安
い
。
も
う
一
つ
は
ク
レ
オ
パ
ト

ラ
や
楊
貴
妃
が
毎
日
行
っ
た
純
金
フ

ェ
イ
ス
ケ
ア

(
5
回
施
術
で
1
5
才

若
返
る
)

お
1
人
1
万
円
を
2
F
で
。

3
F
に
は
3
6
9
カ
ル
チ
ャ
ー
で
自

然
食
品
教
室
も
。
あ
な
た
も
ア
タ
ッ

ク
を
!



田口
「
i
十十
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Ⅵ
i
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」
巾
一
重
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一
二
子
同
寸
ノ

ー
一
「
」
 
-
「

オリシナ叫’詰∴高月弓を

コーディネート

正調㍉寸時二

生
の
ど
ん
底
を
経
験
し
た
と

い
う
ト
モ
ザ
ワ
ヨ
シ
ア
キ
さ

ん
の
今
の
仕
事
は
リ
ッ
チ
営
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
.
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
リ

ッ
チ
.
の
オ
ー
ナ
ー
だ
。

「
私
は
政
治
家
の
秘
書
を
ス
タ
ー
ト

に
、
バ
ブ
ル
時
代
は
デ
ィ
ス
コ
を
騒
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営
し
て
、
2
0
代
で
数
億
を
稼
ぎ
ま

し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
会
社
倒
産
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
、
さ

ら
に
友
人
の
借
金
保
証
人
に
な
っ
た

ば
か
り
に
多
額
の
借
金
を
背
負
う
羽

目
に
。

そ
の
後
、
家
族
の
離
散
、
サ
ラ
金

に
追
わ
れ
る
日
々
の
ど
ん
底
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
"
高
級
商
品
“
の
取
り

扱
い
に
転
じ
て
、
2
4
万
円
も
す
る

浄
水
器
を
1
0
8
日
毎
日
売
り
ま
し

た
が
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
営
業
は
効
率
が

悪
い
。

そ
こ
で
考
え
た
男
富
裕
層
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
十
占
術
営
業
“
で
す
。

占
術
、
風
水
、
心
理
学
を
応
用
し

た
ト
モ
ザ
ワ
の
占
術
営
業
が
エ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
リ
ッ
チ
。
喜
び
や
感
動
を

通
じ
て
富
と
の
出
会
い
を
実
現
し
、

人
生
や
事
業
に
幸
福
と
利
益
を
も
た

ら
せ
、
個
性
と
才
能
を
開
花
さ
せ
、

他
社
貢
献
と
自
己
成
長
を
楽
し
む
と

い
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
」
。

ト
モ
ザ
ワ
さ
ん
の
い
ま
の
お
す
す

め
は
。
セ
レ
ブ
ア
ー
ト
“
ほ
し
の
ご

う
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ア
ー
ト
。
.
セ

レ
ブ
ア
ー
ト
“
で
リ
ッ
チ
な
空
間
演

出
を
と
心
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

世
界
を
と
呼
び
か
け
て
い
る
。



月
刊
神
戸
っ
子
4
 
5
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
(
4
/
/
 
5
)
に

風
さ
や
か
「
愛
と
夢
」
を
歌
う

★
月
刊
神
戸
っ
子
4
5
周
年
の
記
念
パ

ー
テ
ィ
が
、
桜
満
開
の
4
月
5
日
の

夕
べ
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
で
開
か
れ
、
約
3
3
0

名
の
お
客
さ
ま
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
、
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
に
初
参
加
。

シ
ョ
ー
の
ト
ッ
プ
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
堀

郁
子
さ
ん
と
、
テ
ノ
ー
ル
の
松
本
幸
三

さ
ん
。
ラ
ス
ト
は
私
の
「
愛
と
夢
」
の

タ
カ
ラ
ヅ
カ
メ
ド
レ
1
と
美
空
ひ
ば
り

の
『
人
生
一
路
』
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

★
6
月
1
0
日
(
土
)
P
M
6
時
開
演
、

6
月
1
 
1
日
(
日
)
P
M
3
時
開
演

熊
本
県
立
劇
場
演
劇
ホ
ー
ル
に
お
い

て
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

(
特
別
出
演
)
に
風
さ
や
か
、
僧
侶
Ⅱ

に
森
田
ま
き
お
が
出
演
し
ま
す
。

★
6
月
1
2
日
(
月
)
P
M
6
時
3
0
分

熊
本
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
2
F

風
さ
や
か
「
火
の
国
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
」

★
了
月
8
日
(
土
)
P
M
4
時
よ
り

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
で
「
永
遠
の
タ

カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
」
公
演

★
1
月
9
日
(
日
)
P
M
4
時
よ
り

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
(
中
)
に
お
い
て
初

試
み
の
「
愛
と
夢
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ン
テ

ス
ト
シ
ョ
ー
永
遠
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
̃

ス
タ
ー
と
あ
・
な
・
た
̃
」
の
公
演
で
す
。
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5月13日(土)神戸まつりに発売!
風さやかI Love▼KOBE/あなたと神戸

1,200円(税込み)

風
さ
や
か
が
歌
う

神
戸
の
P
R
ソ
ン
グ

★
神
戸
を
愛
し
て
や
ま
な
い
風
さ
や
か
が
、
空

港
開
港
を
迎
え
た
神
戸
の
観
光
振
興
に
一
肌

脱
い
だ
!
風
さ
や
か
が
歌
う
(
財
)
神
戸
国
際

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
後
援
の
P
R
ソ
ン
グ

が
、
神
戸
ま
つ
り
の
日
の
5
月
1
3
日
に
発
売
さ

れ
ま
す
。

毎週日曜PMlO:30-PM=:00ラジオ関西558にて好評ON-AIR

提供/おしへ油は足元から…神戸三宮ノI轟のモツタ078「39十9283
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神戸を愛する
神戸っ子たちが集う

安水穏和氏 小石忠男氏
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玉岡かおるさん 太田敏之さん・新野幸次郎氏

月刊神戸っ子

45周年記念パーティ

月刊神戸っ子45周年を祝って乾杯1

▼
1
舞
へ

猪坂代表取締役 谷口・三条コンビ 貝原俊民氏

桜
咲
く
4
月
5
日
の
夕
べ
。
新

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
ボ
ー
ル

ル
ー
ム
の
舞
台
は
、
〃
さ
く
ら
〃

の

歌
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。
一
宮
桜
花
合

唱
団
の
美
し
い
コ
ー
ラ
ス
は
、
張
文

乃
先
生
の
指
揮
。
さ
く
ら
の
着
物
姿

の
メ
ン
バ
1
1
5
名
、
ト
ー
ン
チ
ャ

イ
ム
5
名
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は

〃
一

宮
桜
舞
歌
〃
と
続
け
ら
れ
た
。

司
会
は
三
条
杜
夫
さ
ん
と
谷
口
享

子
さ
ん
。
演
出
は
岡
田
美
代
さ
ん
。

ト
ッ
プ
は
有
限
会
社
神
戸
っ
子
出

版
の
猪
坂
信
行
代
表
取
締
役
が
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
都
市
づ
く
り
へ
の
提
言
と
ま
ち
づ

く
り
、
震
災
後
に
立
ち
上
が
る
神
戸

の
後
押
し
と
い
っ
た
タ
ウ
ン
誌
神
戸

っ
子
4
5
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
な

が
ら
挨
拶
。
貝
原
俊
民
前
兵
庫
県
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
力
強
く
、
月
刊

神
戸
っ
子
が
主
催
し
た
神
戸
文
学
賞

か
ら
メ
ジ
ャ
ー
な
作
家
へ
と
育
っ
た

作
家
の
玉
岡
か
お
る
さ
ん
の
お
話
は

感
慨
深
か
っ
た
。

そ
し
て
月
刊
神
戸
っ
子
主
催
の
第

3
4
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
、
第
1
5
回

神
戸
っ
子
賞
の
授
与
式
が
お
こ
な
わ

れ
、
受
賞
者
に
は
惜
し
み
な
い
賛
辞

が
贈
ら
れ
た
。

乾
杯
は
石
阪
春
生
画
伯
が
力
強
く

発
声
、
3
3
0
名
の
参
加
者
た
ち
が

グ
ラ
ス
を
挙
げ
、
美
酒
に
酔
い
美
味



に
舌
鼓
。
賑
わ
う
会
場
を
熱
く
さ
せ

た
の
は
、
恒
例
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
。

堀
郁
子
さ
ん
の
あ
で
や
か
な
シ
ャ
ン

ソ
ン
が
会
場
を
魅
了
。
優
雅
な
松
本

幸
三
さ
ん
の
テ
ナ
ー
は
心
に
ま
で
ひ

び
き
、
タ
カ
ラ
ヅ
カ
や
美
空
ひ
ば
り

を
熱
唱
す
る
風
さ
や
か
さ
ん
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ナ
ー
ぶ
り
に
喝
采
が
。
井

戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
も
、
の
じ
ぎ
く

国
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ば
タ
ン
」

と
と
も
に
駆
け
つ
け
た
。
続
い
て
カ

ラ
オ
ケ
大
会
、
抽
選
会
と
続
き
、
フ

ィ
ナ
ー
レ
は
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー

ム
が
ビ
バ
、
サ
ン
バ
!

ご
参
加
、
ご
来
場
の
み
な
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま

に
も
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
小
泉
美
喜
子
)
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敬呆甫ド多多国
その⑳奥歯を守る、前歯の道案内

図四四評語圏

お話/足立優歯科診療所 足立 優 院長回国図回
D
∴

前
回
は
、
大
き
な
力
に
弱
い

前
歯
を
守
る
た
め
に
、
口
の
中
が
ど

ん
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
か

お
話
し
し
た
ね
。
今
回
は
、
奥
歯
の

話
。

で
ん
太

奥
歯
は
頼
も
し
い
よ
ね
。

ド
ン
グ
リ
を
か
じ
る
の
は
前
歯
だ
け

ど
、
噛
み
砕
く
の
は
奥
歯
。
歯
を
食

い
し
ば
る
と
き
も
、
奥
歯
で
噛
み
し

め
る
か
ら
ね
。

D
L

奥
歯
の
役
目
は
、
正
し
い
顎

関
節
の
位
置
で
顎
を
支
え
る
こ
と
と
、

食
べ
物
を
噛
み
砕
く
た
め
の
力
を
受

け
止
め
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
力
は
、

菌
の
根
か
ら
骨
に
対
し
て
、
ま
っ
す

ぐ
上
下
に
か
か
る
力
で
、
大
き
い
と

き
は
、
1
セ
ン
チ
四
方
に
対
し
て

1
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
に
及
ぶ

こ
と
も
あ
る
力
な
ん
だ
。
奥
歯
は
、

そ
の
力
に
も
耐
え
う
る
力
を
持
っ
て

い
る
。

で
ん
太

1
0
0
キ
ロ
!
奥
歯
は

力
持
ち
な
ん
だ
ね
!

D
「

し
か
し
、
そ
ん
な
奥
歯
で
も
、

歯
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
、
横
か
ら
の

力
に
は
と
て
も
弱
い
ん
だ
。
こ
の
よ

う
な
力
が
か
か
る
と
、
歯
が
異
常
に

す
り
へ
っ
た
り
、
ぐ
ら
ぐ
ら
と
動
き

出
し
た
り
、
割
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
。
顎
の
筋
肉
や
、
関
節
も
痛
み

出
し
た
り
、
口
が
聞
き
に
く
く
な
っ

た
り
も
す
る
ん
だ
。

で
ん
太

顎
を
支
え
る
こ
と
も
、
奥

歯
の
役
目
だ
か
ら
、
奥
歯
が
弱
る
と

顎
に
も
影
響
し
て
し
ま
う
ん
だ
ね
。

D
「

そ
う
。
で
は
、
奥
歯
を
揺
さ

ぶ
る
よ
う
な
無
理
な
力
を
か
け
な
い

た
め
に
は
、
何
が
必
要
か
と
い
う
と
、

前
歯
の
道
案
内
な
ん
だ
。
そ
れ
で
は

や
っ
て
み
よ
う
、
上
下
の
歯
を
し
っ

か
り
噛
み
合
せ
た
状
態
か
ら
、
下
顎

を
前
や
左
右
に
動
か
し
て
ご
ら
ん
。

動
か
し
た
と
き
に
、
ど
こ
か
の
歯
が

こ
す
れ
合
っ
て
、
下
顎
の
動
き
を
道

案
内
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
た
か

ヽ
l
 
O

で
ん
太

・
・
・
。
下
顎
を
前
に
出

そ
う
と
す
る
と
、
ま
ず
上
下
の
奥
歯

が
離
れ
て
、
前
歯
が
こ
す
れ
合
い
、

顎
が
動
い
た
よ
。

D
「

そ
れ
は
理
想
的
な
状
態
だ
ね
。

も
し
、
下
顎
が
動
く
時
に
奥
歯
に
引

っ
か
か
っ
て
い
た
り
、
前
歯
で
は
な

く
奥
歯
が
こ
す
れ
合
っ
て
道
案
内
を

し
て
い
た
り
す
る
と
、
奥
歯
に
は
歯

を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
力
が
加
わ
っ
て

し
ま
う
。

で
ん
太

前
歯
の
役
目
で
あ
る

「
道

案
内
」
と
は
、
上
下
の
奥
歯
が
離
れ

て
、
奥
歯
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
な
ん
だ

ね
。
な
る
ほ
ど
、
奥
歯
を
守
っ
て
い
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る
の
は
、
前
歯
な
ん
だ
。

D
し

そ
う
い
う
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、

奥
歯
の
か
み
合
っ
て
い
る
部
分
で
も
、

横
揺
れ
し
な
い
よ
う
な
設
計
が
必
要

な
ん
だ
。
上
下
の
歯
の
接
触
す
る
と

こ
ろ
が
、
歯
の
根
の
方
向
に
の
み
力

が
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

「
奥
歯
全
体
の
並
び
方
が
一
定
の
な

め
ら
か
な
曲
線
で
整
列
し
て
い
る
こ

と

(
図
①
)
」
、
そ
し
て

「
上
下
の
歯

の
接
触
部
分
が
横
揺
れ
の
力
を
発
生

し
に
く
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」

が
求

め
ら
れ
る
。
理
想
の
接
触
部
分
と
は
、

図
②
の
よ
う
に
、
歯
の
高
い
部
分
が
、

歯
の
溝
の
低
い
部
分
に
接
触
す
る
よ

う
に
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
図
③

の
よ
う
に
、
長
い
間
に
す
り
へ
っ
て

し
ま
い
、
す
き
間
な
く
合
わ
さ
っ
て

い
る
と
、
奥
歯
に
横
揺
れ
の
力
が
加

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
。

図
①
の
よ
う
な
、
整
っ
た
歯
並
び
は

歯
に
加
わ
る
負
担
を
適
切
に
分
配
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
状
態
が
確

保
で
き
な
い
と
、
顎
が
動
く
時
の
前

歯
の
道
案
内
に
負
担
を
か
け
て
、
前

歯
が
弱
る
原
因
に
つ
な
が
る
ん
だ
。

良
好
な
奥
歯
の
関
係
は
、
前
歯
を
保

護
す
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
。

で
ん
太

前
歯
も
、
奥
歯
も
、
お
互

い
に
支
え
あ
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

D
「

そ
う
。
ど
こ
か
1
本
の
歯

が
痛
め
ば
お
口
の
車
全
体
に
影
響
す

る
こ
と
に
な
る
し
、
一
方
、
ど
こ
か

1
本
の
菌
を
治
療
す
る
と
き
は
、

お
口
の
中
全
体
の
こ
と
を
考
え
て
治

療
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
わ

け
だ
。

■
足
立

優
(
あ
だ
ち

ま
さ
る
)

1
9
6
0
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学
卒
。

1
9
8
8
年
米
国
留
学
後
、
神
戸
市
東

灘
区
に
足
立
優
歯
科
診
療
所
開
設
。
行

動
医
学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己
決

定
に
基
づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯
科

医
療
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念

に
も
と
づ
く
医
療
シ
ス
テ
ム
の
普
及
の

た
め
に

「
N
P
O
法
人
・
明
日
の
歯
科

医
療
を
創
る
会

P
O
S
」
を
設
立
し
、

社
会
に
対
し
て
歯
科
医
療
情
報
の
公
開
と
、

よ
り
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
患
者
の

支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
明
日
の
歯
科
医
療
を
創
る
会

ホ
ー
ム
ぺ
-
ジ

諾
楽
員
中
華
講
詣
・
8
∃
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圏 土類

図①

整った歯並びは、歯に加わる負担を適切に分配し、

歯に無理を与えない

図② 図③

図(り

上下の歯は、歯の高い部分が歯の低い部分に

接触するように調整されるのが望ましい

図③

長期間使用した歯は磨り減り、

すき問なくすり合わせる形になってしまう

足立 擾歯科診頭新

神戸市東灘区岡本1 ・3 ・33

TELO78.411 ・0024 FAXO78.411 ・0056

mail.adachi @ kba,att.ne,jp

http:〃ado, Pr-business, net

※これからは患者の権利を守る予防歯科医療が
主流となります。情報をお知りになりたい方は、
D「.足立までお問い合わせ下さい。
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